資料１

令和８年５月２４日

―第一子が12歳以下のお子さまをお持ちの方へ―
[bookmark: _Hlk223598094][bookmark: _Hlk173828258]里親家庭と非里親家庭の親子関係における親密性の比較に関する研究
インタビュー調査へのご協力のお願い


　皆様におかれましてはご清栄のことと存じます。
私は、星槎大学客員研究員の大澤理恵と申します。本務としては、千葉県大網白里市立瑞穂小学校で学級担任をしております。
私は現在、公益財団法人「マリア財団」の研究助成を受けて、里親家庭と非里親家庭における親子関係についての研究に取り組んでいます。
養育家庭には実子がいる場合も多く、一定の割合で実子が存在することが報告されています。そのため、里子を迎えることは、里子や里親だけでなく、実子を含めた家庭全体の関係にもさまざまな影響をもたらすと考えられています。
そこで本研究では、第一子（実子）が12歳以下の里親家庭および非里親家庭の保護者の皆様に、親子（里親家庭の場合は里親と実子）の距離感や、子どもを一人の個人としてどのように捉えているかについてお話をうかがいたいと考えています。なお、里親家庭については、第一子（実子）が12歳以下で、実子と里子を同時に１年以上養育している方を対象としています。また、非里親家庭については、第一子が12歳以下であり、実子が複数人いる方を対象としています。
お伺いする内容は、別紙【インタビュー・ガイド】に示す内容となります。インタビュー時間は60分程度を予定しております。お時間をいただくこととなり大変恐縮ではございますが、ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
私自身も２人の実子を育てながら２人の里子を受け入れており、本研究を通して、里親家庭の里親と実子の健全な関係の在り方について理解を深めるための基礎的知見を得たいと考えております。
調査への参加は自由意思によるものであり、参加しない場合や途中で参加を取りやめた場合でも不利益は一切生じません。また、一旦同意された場合でも、インタビュー実施日を1日目として2週間以内であれば、電子メールにてご連絡いただくことでインタビュー記録を破棄いたします。
以下の説明をお読みいただき、本研究への参加に同意いただける場合には、別添の「同意書」にご記名のうえ、説明終了後１週間以内に返信用封筒にてご返送くださいますようお願いいたします。
なお、本研究は、星槎大学研究倫理審査委員会の承認（承認番号：R-2026-2）を得て実施しています。


記


1．研究課題名
忘れられがちな里親家庭の実子との親子関係を振り返る
―里親家庭と非里親家庭の親子関係における親密性の比較―


2．研究実施体制
[bookmark: _Hlk214278455][bookmark: _Hlk223598196]研究責任者：大澤理恵（星槎大学客員研究員）   Email: osawa.rie.m08@gred.seisa.ac.jp
指導教員　：斎藤俊則（星槎大学大学院　教育学研究科　教授）

3．研究の目的・意義
本研究は、里親家庭および非里親家庭の親を対象に、親子関係についてどのように感じ、どのように考えているのかをうかがうことを目的としています。特に、親と子どもの距離感や、子どもを一人の個人としてどのように捉えているかについてお話をうかがいます。
　本研究により、里親家庭を含む家族関係の理解を深め、よりよい支援の在り方を検討するための基礎資料を得ることを目指しています。

4．方法
(1）研究の方法
研究の方法は、以下の通りです。
①インタビューの実施
Zoomを用いて、60分程度のインタビューを実施します。インタビューでは、皆様のご意見を正確に記録するため、事前に同意をいただいたうえでZoomのレコーディング機能と書き起こし機能を用います。録画データと書き起こしデータは、インタビュー終了後速やかに大学提供のクラウドストレージ（星槎大学管理のGoogleドライブ）へ移動し、Zoom上のデータは削除します。なお、書き起こし機能は精度が完全ではないため、研究者が逐語録の内容を確認・修正する手順を踏みます。
また、インタビュー中のメモについて、手書きの場合は施錠可能な保管場所で厳重に管理します。電子メモの場合は、大学提供のクラウドストレージ（星槎大学管理のGoogleドライブ）にテキストデータとして保存します。
②インタビューの分析
録画データをもとに逐語録（録画データを文章に変換したもの）を作成し、テーマ分析により分析を行います。その際、個人が特定されない形で匿名化したうえで分析を行い、研究成果を公表する際にも個人が特定されることはありません。

(2）研究期間
研究倫理審査承認後～2027年3月末

(3）調査項目
　　主な調査項目は以下の通りです。
　　・基本的な情報：年齢層、性別、家族構成、養育年数（里親の場合）など
・親子関係について：実子との関わりや感じていること、子どもに対する思いなど
・家族関係の変化：（里親家庭の場合）里子を迎える前後で感じた家族の変化
・図を用いた質問：いくつかの円が重なった図の中から、親子の関係に近いと感じるものを
選んでいただき、その理由についてお話をうかがいます

5．研究協力者の選定・依頼内容
(1）研究協力者の選定
　　・本研究は、第一子（実子）が12歳以下の方、計20名程度にご協力をお願いする予定です。
・里親家庭の場合（10名）は、第一子（実子）が12歳以下で、実子と里子を同時に1年以上養育している方を対象としています。
・非里親家庭の場合（10名）は、きょうだい関係を含む家庭状況をうかがうため、第一子が12歳以下であり、実子が複数人いる方を対象としています。
・本研究の趣旨を理解し、文書による研究参加の同意が得られる方を対象としています。
なお、本研究における「実子」は里親と血縁関係にある子どもを指し、特別養子縁組および普通養子縁組による養子は対象に含まれません。


(2）依頼内容
1 インタビュー調査に先立って、調査内容について、Zoomで10分程度、説明させていただきます。まずはこの件につきまして、候補日時をメールにていくつかお知らせください。
2 ①の候補日時に基づき、調査内容について、Zoomで10分程度、説明させていただきます。研究へ協力いただける場合、この際に、インタビュー調査の実施時期）をメールにていくつかお知らせください。
3 インタビューの趣旨に同意いただける場合は、別紙「同意書」にご署名と日付をご記入いただいた上で、返信用封筒にて、本調査説明終了後1週間以内にポストへ投函をお願いいたします。
4 「同意書」が研究責任者に届きましたら、メールでインタビューの日程調整をさせていただきます。
5 インタビュー調査をZoomで60分程度、実施させていただきます。率直な感想やお考えをお話しいただきますようお願いいたします。

6．負担及びリスクと利益
(1）負担及び予測されるリスクと利益
本研究においては、Zoomにて60分程度のインタビュー調査を行わせていただきます。答えたくない質問についてはお答えいただかなくてもかまいません。また、インタビュー中に録画を望まない箇所がある場合は、ご希望により録画を中断することができます。その際には、メモを取らせていただきますので、予めご了承ください。

(2）謝礼の有無
　　インタビュー調査協力の謝礼として、お一人あたり2,000円を進呈いたします。

(3）（侵襲を伴う研究の場合）健康被害に対する補償の有無
本研究は身体的侵襲を伴う研究ではありませんが、親子関係や家庭内の経験についてお話しいただくため、過去の経験を振り返ることで心理的な負担や不快感が生じる可能性があります。そのため、回答したくない質問には回答しないこと、インタビュー中であってもいつでも中断・中止することができます。また、参加者の様子に配慮しながらインタビューを実施し、必要に応じて休憩を取るなど柔軟に対応します。

7．インフォームド・コンセント
(1）インフォームド・コンセントの取得
本研究では、本研究説明書をもとに説明を行い、研究協力者である皆さまの同意書の提出をもって、インフォームド・コンセントの確認を行います。
本研究へのご協力は、研究協力者である皆さまの自由意志により決定されます。ご参加いただけない場合でも相談等において、不利益を被ることは一切ありません。 

(2）同意の撤回
研究へのご協力に同意していただいた場合であっても、インタビュー実施後2週間以内であれば、研究参加への同意を撤回することができます。撤回の際には、まず研究責任者へメールにてご連絡ください。その上で、同意撤回書を所定の方法で提出してください。

(3）相談等への対応
本研究においてご不明な点やご相談されたいことがありましたら、「2.研究実施体制」に記載の研究責任者へメールでご連絡をお願いいたします。

8．外部資金調達
　　本研究は、公益財団法人「マリア財団」の研究助成を受けて実施しています。

9．利益相反
本研究は公益財団法人「マリア財団」の研究助成を受けて実施していますが、研究の内容および結果の解釈に関して、特定の団体や個人の利益が影響することはありません。

10．個人情報を保護する方法
(1）個人情報の取り扱い
個人情報については、研究責任者が匿名加工を行い、個人が特定されることがないよう十分に配慮いたします。

(2）研究期間中のデータの保管方法
録画データおよび電子データ（書き起こしデータ、テキストデータ等）は、大学提供のクラウドストレージ（星槎大学管理のGoogleドライブ）に保存し、研究責任者のみがアクセスできるよう管理します。紙媒体のデータ（手書きのメモ、同意書、同意撤回書）は、研究責任者の自宅にある鍵付き保管庫で保管し、研究責任者が厳重に管理します。

11．研究終了後のデータ（個人情報を含む）の取扱い
(1）データ保管方法
研究終了後においても、研究期間中と同様に研究代表者が責任をもってデータを管理します。電子データは大学提供のクラウドストレージ（星槎大学管理のGoogleドライブ）に保存し、研究代表者のみがアクセスできるよう管理します。紙媒体は鍵付き保管庫で保管し、個人情報が外部に漏洩しないよう適切に管理します。

(2）データ破棄方法
　　紙媒体の研究資料は5年間保管し、それ以降は裁断の上完全に廃棄します。また、電子化されたデータおよび個人情報を含むファイルは10年間クラウドストレージ上で保管し、それ以降は完全に削除します。研究同意書等は裁断して廃棄します。

(3）別研究への利用または他機関への提供の可能性
本研究で取得したデータは、本研究の目的においてのみ使用します。

12．情報公開
(1）研究計画書・研究方法に関する資料の開示
　　研究計画書の一部を開示します。開示を希望する場合は、以下の＜問い合わせ先＞研究責任者までお問い合わせください。

(2）論文等での結果の公表
[bookmark: _Hlk104641139]全体の結果は、まとまり次第、メールでご報告させていただきます。研究成果については、学会等での研究論文として公表する予定です。

13．問い合わせ 
本研究についてご質問等ございましたら、以下の＜問い合わせ先＞研究責任者までお問い合わせください。 

＜問い合わせ先＞
研究責任者：大澤理恵（星槎大学客員研究員）
メールアドレス：osawa.rie.m08@gred.seisa.ac.jp
